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序     文 
 

独立行政法人国際協力機構は、ペルー共和国政府からの技術協力の要請に基づき、2011年7月31

日から2016年7月30日までの予定で、有償勘定技術支援「カハマルカ州小規模農家生計向上プロジ

ェクト」を実施しています。 

今般、当機構は2012年5月27日から同6月8日まで、当機構国際協力専門員である永代成日出を団

長とする運営指導調査団を現地に派遣し、現地踏査及びペルー側の実施機関関係者との協議等を

通じて、活動の進捗状況の確認、問題点の把握及び今後のプロジェクト実施に係る提言を行いま

した。これらの調査結果は、日本・ペルー双方の関係者による討議を経て協議議事録（ミニッツ）

としてまとめられ、署名交換のうえ、両国の関係機関に提出されました。 

 

本報告書は、当該調査の結果をまとめたものです。この報告書が、本協力の成果発現に向けた

取り組みに役立つとともに、ペルーの開発並びに両国の友好・親善の一層の発展に寄与すること

を期待いたします。 

 

終わりに、本調査実施にご協力とご支援をいただいた関係者の皆様に対し、心から感謝申し上

げます。 

 

平成24年7月 

 

独立行政法人国際協力機構 

農村開発部長 熊代 輝義 
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第１章 調査の概要 
 

１－１ プロジェクトの背景 

ペルー共和国（以下、「ペルー」と記す）のマクロ経済は安定的に成長している。反面、GINI

係数は48.9と高く、貧富の格差が依然大きい。貧困対策は国家の重要課題であり、2010年のプロジ

ェクト形成時のガルシア政権は全国平均50％を超える貧困率を、2011年までに30％以下に削減す

ることを目標としていた。ペルーの国土は、沿岸部（コスタ）、山岳部（シエラ）及び内陸森林地

帯（セルバ）に大別され、この中でシエラの貧困率は67.6％と最も高く、同地域における貧困対策

は喫緊の課題である。2006年に“山岳地域の農林畜産業等の振興を通じた貧困削減及び地域経済

の活性化”をめざすことを目的に発令された｢山岳地域輸出振興法｣など、課題克服に向けた各種

施策が実施されている。 

プロジェクト対象地域のカハマルカ州はシエラに位置し、貧困率は64.5％に達する。人口の大半

は農業に従事し、粗放な天水農法によって伝統的作物（トウモロコシ、ジャガイモ等）を、自家

消費及び近隣市場での販売向けに栽培しているが、農業収入はほとんど得られていない。農家当

たりの平均耕作面積は0.5～3.0haと小規模なため、農業収入の向上には少ない作付面積で高い収益

が上げられる作物の導入など新しい営農体系の構築が求められている。 

こうした背景から、ペルー政府はカハマルカ州内の小規模農家を対象に収益性の高い換金作物

を中心とした営農体系の構築による農家収入の向上、ひいては地域の貧困削減を図るために、技

術協力プロジェクト「カハマルカ州小規模農家生計向上プロジェクト」（以下、「本プロジェクト」

と記す）の実施を我が国に要請した。これを受けて、国際協力機構（JICA）はプロジェクトの必

要性や要請の妥当性を確認するため、2010年10月に詳細計画策定調査を実施した。この結果、プ

ロジェクトの枠組みについて合意し、2011年3月10日にペルー農業省、国立農業研究所（Instituto 

Nacional de Innovación Agraria：INIA）及び農村農業生産開発計画（Programa de Desarrollo Productivo 

Agrario Rural：AGRORURAL）と討議議事録（Record of Discussion：R/D）に署名した。本プロジ

ェクトは2011年7月に開始され、2016年6月まで合計5年間にわたり実施される。 

 

１－２ プロジェクトの概要 

（１）調査概要 

１）プロジェクト実施期間 

2011年7月31日～2016年7月30日（60カ月）。 

２）対象地域 

カハマルカ州のカハバンバ郡、カハマルカ郡、サン・ミゲル郡、サン・パブロ郡、イチ

ョカン市（サン・マルコス郡）の5郡・市。 

３）啓蒙対象地域 

対象地域のモデル集落以外の集落、カハマルカ州の対象郡以外の郡、並びにアマソナス

州、アンカシュ州、アヤクチョ州、ワンカベリカ州、ワヌコ州、フニン州、ラ・リベルタ

ッド州及びピウラ州の8州。 

４）直接裨益者 

対象地域から選定されたモデル集落（各郡1集落の計5集落）の小規模農家約500戸（各モ

デル集落100戸）。 
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５）間接裨益者 

啓蒙対象地域のうちモデル集落での取り組みが啓蒙可能な小規模農家等。 

６）カウンターパート（C/P）機関 

INIA、AGRORURAL、カハマルカ州政府、カハバンバ郡、カハマルカ郡、サン・ミゲル

郡、サン・パブロ郡政府及びイチョカン市（サン・マルコス郡）。 

７）対象作物 

ニンニク、エンドウ豆、紫トウモロコシ、その他。 

 

（２）上位目標 

・対象地域の小規模農家の生計が向上する。 

・啓蒙対象地域においてモデルが活用される。 

 

（３）プロジェクト目標 

・対象地域において小規模農家の生計向上に向けたモデルが構築される。 

 

（４）成果 

1：モデル集落において、農民組織の活動実施体制が整備・強化される。 

2：モデル集落農家の対象作物の農業生産性及び質が向上する。 

3：モデル集落の農民組織による農産物生産チェーンが整備される。 

4：モデル集落の水土保全が促進される。 

5：啓蒙対象地域の啓蒙対象者において、モデル集落での取り組みへの理解が深化する。 

 

（５）活動 

1-1：プロジェクト開始後に策定されたモデル集落選定基準に基づき各郡1箇所のモデル集落

を選定し、協定書を締結する。 

1-2：モデル集落でベースライン調査を実施する。 

1-3：モデル集落の農家に対して活動内容の説明・啓発を行う。 

1-4：各活動内容に適した農民組織を選定する。 

1-5：農民組織に対する組織運営や活動計画策定に係る指導・支援を行う。 

1-6：モデル集落でエンドライン調査を実施する。 

 

2-1：INIAにおいて対象作物の優良種子を生産し、モデル集落の小規模農家への供給を行う。 

2-2：各郡のモデル集落に展示圃場を設置する。 

2-3：展示圃場の活用やモデル集落の農家への巡回指導等を通して、播種、施肥と土壌管理、

病害虫対策等の栽培技術を普及する。 

2-4：栽培技術マニュアルを作成する。 

 

3-1：農産物生産チェーン整備計画書を作成する。 

3-2：対象5郡に選果・加工施設を整備する。 

3-3：選果・加工施設の操作運営に係る指導を各農民組織に対して行う。 
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3-4：農民組織による農産物加工品の市場開拓と販売を指導・支援する。 

 

4-1：対象地域の小規模農家に対する土壌保全に係る指導と実施促進支援を行う。 

4-2：農民組織に対して植林の苗畑場の設置・運営と植林への指導・支援を行う。 

 

5-1：モデル集落の取り組みを啓蒙する対象地域を選定する。 

5-2：啓蒙対象地域の範囲ごとに適した啓蒙対象者、啓蒙方法及び啓蒙内容を検討のうえ、

啓蒙計画を策定する。 

5-3：啓蒙対象地域の啓蒙対象者に対して計画に沿った啓蒙活動を行う。 

 

１－３ 運営指導調査の目的 

本プロジェクトは2011年7月30日より5年間、業務実施契約型（（株）日本工営受注）で実施する

ものである。プロジェクト開始から約10カ月が経過する時点で、プロジェクトの進捗状況、課題

の整理、今後の対応に対する提言を取りまとめ、合同調整委員会（Joint Coordinating Committee：

JCC）で合意確認することを目的として以下の項目を中心に運営指導調査を実施した。 

①事業の進捗状況確認、課題の抽出、指導 

②C/P機関等への事業改善に向けた提言 

③PDM改定（改正は指標の具体的目標数値の設定を主とする） 

④上記①～③についてミニッツで合意を図る。 

⑤次年度契約に向けた打合せ（必要な機材リスト、施設建設の有無） 

 

１－４ 運営指導調査団の構成及び担当業務 

本運営指導調査団の構成及び担当業務は以下のとおり。 

 

（１）総 括 

永代 成日出  JICA国際協力専門員 

・当該調査の目的、調査範囲等について、調査団を代表してペルー側関係者に説明するとと

もに、各種会議及びJCCの会議にあたっては、調査団の代表として参加する。 

・計画段階から現時点までのプロジェクトの実施状況を総合的に調査・評価し、ペルー側と

協議のうえ、JCCで報告・提言を行い、ミニッツに署名する。 

・調査後、調査団を代表してJICAに調査結果を報告するとともに、他の団員が行う調査報告

書の取りまとめに協力する。 

 

（２）計画管理 

和田 剛  JICA農村開発部畑作地帯第一課企画役 

・運営管理体制（要員配置、予算、機材維持管理状況）について調査・評価するとともにプ

ロジェクトの次年度の運営体制について確認し、ペルー側と協議のうえ、その結果をミニ

ッツに取りまとめる。 

・調査及び協議を効率的・効果的に実施するため、各団員の業務を調整する。 

・帰国後、調査結果を整理・検討し、JICAに報告するとともに、他の団員の協力を得て調査
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報告書を取りまとめる。 

 

１－５ 調査日程 

2012年5月27日～6月8日 

日 日程 

5月27日 日 移動日（東京→アトランタ→リマ） 

5月28日 月 AGRORURAL総裁、INIA長官との協議 

5月29日 火 移動（リマ→カハマルカ）、プロジェクトチームとの会議 

5月30日 水 

カハマルカ州政府との会議（副知事、知事顧問）、カハマルカ郡政府との会議

（支援プログラム長、支援プログラム次長、郡プロジェクトチーム）、

AGRORURALカハマルカ支部との会議（エリア・ダイレクター）、INIAバーニ

ョス・デ・インカ支場との会議 （ダイレクター、プロジェクトコーディネー

ター） 

5月31日 木 

サン・ミゲル郡政府との会議（郡長、経済開発部長、郡プロジェクトチーム）、

サン・ミゲル郡モデル集落の訪問（農民組織代表）、サン・パブロ郡政府との

会議（郡長、経済開発部長、郡プロジェクトチーム） 

6月1日 金 

ナモラ市政府との会議（市長、自然資源部部長、市プロジェクトチーム）、ナ

モラ市モデル集落の訪問（農民組織代表）、イチョカン市政府との会議（市長、

市プロジェクトチーム）、カハバンバ郡政府との会議（郡長、経済開発部長、

郡プロジェクトチーム） 

6月2日 土 

INIAバーニョス・デ・インカ支場、パンパ・グランデ支所（エンドウ豆優良

種子生産現場）の訪問、イチョカン市政府圃場（プロジェクト・ニンニク優良

種子生産現場）訪問、プロジェクトチームとの会議 

6月3日 日 プロジェクトチームとの会議（JICAチームのみ） 

6月4日 月 
プロジェクトチームとの会議、カハマルカ郡政府との会議（支援プログラム長、

支援プログラム次長、郡プロジェクトチーム） 

6月5日 火 
INIA長官との打合せ 

第三回合同調整会議 

6月6日 水 

プロジェクトチームとの会議、移動（カハマルカ→リマ）、農業省（副大臣）

との会議、JICAペルー事務所報告 

移動（リマ→アトランタ） 

6月7日 木 移動（アトランタ→）（永代専門員はボリビアへ移動） 

6月8日 金 移動（→東京） 
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１－６ 主要面談者 

＜ペルー側＞ 

（１）農業省 

Ing. Juan Rheineck Piccardo 次 官 

 

（２）AGRORURAL 

Eco. Reneé Janette Pacheco Santos 総 裁 

 

（３）INIA 

Dr. Juan Arturo Flórez Martínez 長 官 

 

（４）AGRORURALカハマルカ支部 

Ing. Mario Tafur 支部長 

Ing. Alfredo León （コーディネーター） 

Dr. Mario Ramírez （San Miguel郡Agrorural） 

Ing. Humberto Rafael （San Pablo郡Agrorural） 

Ing. Hugo Briones （Cajamarca郡Agrorural） 

Ing. Edmundo Vásquez （San Marcos-Ichocán市Agrorural） 

Tec. Rogelio Calderón （Cajabamba郡Agrorural） 

 

（５）INIAバーニョス・デ・インカ支場 

Ing. Galvarino Castro 場 長 

Alicia E. Medina Hoyos （コーディネーター） 

Ing. Fernando Escobal （優良種子生産） 

Ing. Juan Chaupe （優良種子生産） 

Ing. Alipio Briones （農業技術指導） 

Dr. Teodoro Narro （優良種子生産2） 

Ing. Toribio Tejada （農業技術指導2） 

Ing. Silvia Vigo （農民組織） 

Ing. Tulio Velásquez （水土保全） 

Ing. Humberto León （農産物加工/流通） 

Ing. Yanett Suarez （農産物加工/流通2） 

 

（６）カハマルカ州 

Sr. César Aliaga 副知事 

Sr. Aldo Pereyra 知事顧問 

Ing. Pedro Díaz コーディネーター 

 

（７）カハマルカ郡 

Dr. Ricardo Soriano （経済開発部長）支援プログラム長 
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Ing. Gabriel Rabanal （経済開発次長）支援プログラム次長 

（郡プロジェクトチーム） （ナモラ市プロジェクトチームと同じ） 

 

（８）サン・ミゲル郡 

Ing. Guillermo Espinoza Rodas 郡 長 

Ing. César Díaz 経済開発部長 

（郡プロジェクトチーム） 

Ing. José Roque （コーディネーター） 

Ing. Antonio Roncal （San Miguel郡農業局） 

Dr. Mario Ramírez （San Miguel郡Agrorural） 

 

（９）サン・パブロ郡 

Ing. Manuel Jesús Castrejón Terán 郡 長 

Ing. Juan Morales 経済開発部長 

（郡プロジェクトチーム） 

Ing. Juan Morales （コーディネーター） 

Ing. Elmer Cáceres （San Pablo郡政府） 

Tec. Nelson Quispe （San Pablo郡農業局） 

Ing. Humberto Rafael （San Pablo郡Agrorural） 

 

（10）ナモラ市 

Sr. Segundo Carlos Quiroz Romero 市 長 

Ing. Erminia Roncal 自然資源部部長 

（市プロジェクトチーム） 

Ing. Wilson Tello （コーディネーター） 

Tec. Edilberto Roncal （Namora市政府） 

Ing. Segundo Portal  （Cajamarca郡農業局） 

Ing. Hugo Briones  （Cajamarca郡Agrorural） 

 

（11）イチョカン市 

Bach. Félix W. Castañeda Izquierdo 市 長 

（市プロジェクトチーム） 

Ing. Wilder Quiroz （コーディネーター） 

Ing. Julio Melendez  （San Marcos‒Ichocán市農業局） 

Ing. Edmundo Vásquez  （San Marcos-Ichocán市Agrorural） 

 

（12）カハバンバ郡 

Prof. Wilson Elmer Pesantes Alayo 郡 長 

Eco. Julio Rodríguez 経済開発部長 
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（郡プロジェクトチーム） 

Eco. Julio Rodriguez  （コーディネーター） 

Tec. Augusto Verástico （Cajabamba郡政府） 

Tec. Rogelio Calderón  （Cajabamba郡Agrorural） 

 

＜日本側＞ 

（１）プロジェクト専門家 

本城 正行 （総括/啓蒙） 

吉野 倫典 （副業務主任/農産物加工/流通1） 

ルイス・ロサド （農業技術指導/農民組織） 

丸山 英樹 （業務調整/啓蒙補助） 

 

（２）プロジェクトローカルエキスパート 

Cesar Taira （通訳） 

Antero Cruzado Peña （市場調査/商品開発） 

 

（３）JICAペルー事務所 

阪倉 章治 所 長 

金川 誠 職 員 

Yolanda CAMPOS ナショナルスタッフ 
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第２章 運営指導調査の方針と結果 
 

２－１ 調査方針 

２－１－１ 調査すべき課題 

事前のプロジェクトチームからの聞き取りなどにより、調査すべき課題を以下のとおり整理

した。 

項目 確認事項 懸念事項 

生産性向

上 

1 優良種子生産・配布計画（特に紫

トウモロコシ、ニンニク）について

2013年からのプロジェクト参加農家への配布

が可能か（圃場面積の関係から、14年からの配

布が検討されている） 

2 対象品目への黄トウモロコシ、コ

ムギの追加について 

種子生産や技術指導に関し、対象3品目に加え

ての実施可能か疑問 

3 ニンニクの優良種子の一般農家

からの購入について 

増殖を担うINIAドノソ支場ではカハマルカで

一般的なPata de Perroを生産していないため一

般農家からの購入が検討されている 

4 INIAドノソ支場の技術者の定期

的な技術指導について 

当初計画されていたINIAドノソ支場の技術者

（ニンニク、エンドウ豆関連）のカハマルカ州

への定期的な派遣による技術指導が担当業務

及び予算の関係から行われていない 

5 優良種子の農家配布（1回目）に

対する資金補助について 

プロジェクト側は、農家負担軽減のため、優良

種子の配布（1回目）は市場価格の半額程度で

実施したいとの意向。補助の必要性及びJICA負

担にすべきなのかなど取るべき措置の考え方

を現地で確認 

付加価値

化（選果・

加工施設

整備） 

6 タイムスケジュール、予算要求方

針 

実証を2012年11月～2013年9月まで実施する意

向。その場合、予算要求をいつ実施し、いつ施

設整備を行うのか不明 

7 郡による土地及び施設の提供状

況 

一部、未決定または永続的な提供が確約されて

おらず、施設整備の方針決定等に遅れが出るお

それがある 

8 選果・加工施設の規模 
「実証」で実施する施設整備の規模、予算要求

方針が不明 

水土保全 

9 展示圃場における作物栽培と水

土保全法展示の一体化 

作物栽培と水土保全法展示が一体化されない

と普及効果が低下するおそれがある 

10 採用工法について 

被覆作物と等高線栽培のみが土壌保全活動と

して選定されているが、持続的な工法（テラス

工法）を組み入れるべき 

次年度契

約 

11 次年度のプロジェクト側の人員

配置計画について 

総括及び副総括の派遣時期（方向性の一貫性が

確保できるか）、技術指導（栽培、加工）が適

切に行える人員配置になっているのかを確認

する必要 
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 12 導入機材・施設整備について 

実証の規模等を踏まえた必要資機材の選定・リ

スト化（コンサルタントが調達） 

JICA予算による施設整備についての検討（INIA

施設＜種子保存施設等＞、実証施設） 

プロジェ

クト運営 

13 C/P配置 
実際に活動しているC/Pの人数が少ない 

現状のままでは今後の活動への対応が困難 

14 プロジェクト計画書 

現在、各郡・市で予算を含むプロジェクト計画

書（全期間）を作成中。その計画書で選果・加

工施設整備に係る予算計上が行われるか否か

が不明。またその計画書の位置づけ（中央政府

への予算要求用を兼ねるのか）の確認が必要 

 

２－１－２ 訪問先における質問・協議等事項 

訪問先における質問・協議等事項を以下のように整理した。 

2012年5月28日～6月6日 

日 訪問先 打合せ事項等 

5月28日 月 AGRORURAL 調査目的説明、人員配置（人員交代を頻

繁に行わない）と予算確保について要

請、JCC出席確認 

INIA本部 調査目的説明、INIAドノソ支場技術者の

指導派遣とC/P配置について要請、JCC出

席確認 

5月29日 火 プロジェクト・チームとの会議 現地打合せに向けた各郡における活動

の現状と課題の確認、JCC資料の確認（現

地での検討結果、ミニッツ案・PDM案の

確認）、当方からの確認・懸念事項に関

する協議 

5月30日 水 カハマルカ州政府との会議（知事、

副知事、経済開発部長） 

調査目的説明、プロジェクトの進捗と課

題に関する意見交換、JCC（ミニッツ案）

についての協議（意見があれば6月4日朝

までの通知を依頼）、プロジェクトへの

協力方針等の確認（C/Pの配置、活動費、

選果・加工施設整備等） 

カハマルカ郡政府との会議（郡長、

支援プログラム次長、郡プロジェク

ト・チーム） 

【C/P】 

調査目的説明、JCC（ミニッツ案）につ

いての協議（意見があれば6月4日朝まで

の通知を依頼）、これまでの活動の進捗

と課題についての意見交換、各所固有の

課題解決に向けた申し入れ・協議（C/P

の配置、活動費、選果・加工施設整備等）

 

AGRORURALカハマルカ支部との会

議（エリア・ダイレクター） 

INIAバーニョス・デ・インカ支場と

の会議 （ダイレクター、プロジェク

ト・コーディネーター） 
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5月31日 木 サン・ミゲル郡政府との会議（郡長、

次官、経済開発部長、郡プロジェク

ト・チーム） 

【集落】 

現状における課題、今後の意向（特に選

果・加工施設）について聞き取り、農民

組織の設立状況など サン・ミゲル郡モデル集落の訪問（農

民組織代表） 

サン・パブロ郡政府との会議（郡長、

次官、経済開発部長、郡プロジェク

ト・チーム） 

6月1日 金 ナモラ市政府との会議（市長、自然

資源部部長） 

ナモラ市モデル集落の訪問（農民組

織代表） 

イチョカン市政府圃場（プロジェク

ト・ニンニク優良種子生産現場）訪

問 

イチョカン市政府との会議（市長、

アドバイザー） 

INIAバーニョス・デ・インカ支場、

パンパ・グランデ支所（エンドウ優

良種子生産現場）の訪問 

カハバンバ郡政府との会議（郡長、

経済開発部長、郡プロジェクト・チ

ーム） 

6月2日 土 プロジェクト・チームとの会議 現地視察を踏まえ、①当方からの確認・

懸念事項の検討を含んだ次年度活動方

針、②ミニッツ案についての協議 

6月3日 日 プロジェクト・チームとの会議（JICA

チームのみ） 

前日の打合せ内容につき、さらに詳細を

協議。次年度契約の方針につき打合せ 

6月4日 月 プロジェクト・チームとの会議 次年度活動方針につきプロジェクト全

体で共有。各郡等からの意見を踏まえた

ミニッツ最終案の確認。合同調整会議資

料をセット 

6月5日 火 第3回JCC  

6月6日 水 プロジェクト・チームとの会議 次年度契約方針につき確定 

  農業省（次官室） JCC結果報告及び課題解決に向けた協力

につき要請 

 

２－２ 調査結果 

２－２－１ 活動の進捗状況 

（１）全般 

各郡・市がプロジェクト第二年次計画を作成中で、2012年6月中には第一案を完成させ、

8月末には最終化の見込みである。 
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（２）活動の進捗について 

【成果1】モデル集落において、農民組織の活動実施体制が整備・強化される。 

5郡・市でモデル集落における農民組織の形成がほぼ完了しつつある。現在、プロジェク

ト参加農民の現状（実際の生産面積等）を把握するため、各農民の耕作面積など基礎情報

を収集中。活動に若干の遅れが見受けられる。 

 

【成果2】モデル集落農家の対象作物の農業生産性及び質が向上する。 

＜展示圃場の設置＞ 

・展示圃場での展示技術ロングリストを作成済み。現在、各郡・市でそのリストについ

ての評価・最終化の作業中。ほぼ予定通りの進捗 

・設定した展示圃場設置基準に基づき候補地を選定中。ほぼ予定通りの進捗 

・観察・仮展示圃場を各郡・市に設置し活動を開始済み。味の素株式会社の液肥「AJIFOL」

の試用、紫トウモロコシの新品種（INIA601）試験栽培、エンドウ豆新導入品種試験栽

培など約30の活動を実施。予定を上回る進捗 

 

＜優良種子生産・増殖＞ 

・2012年1月に、INIAドノソ支場よりエンドウ豆の基礎種子を受領、3月にINIAバーニョ

ス・デ・インカ支場で登録種子生産を開始。4カ月後の7月頃に登録種子が収穫見込み

であり、ほぼ予定通りに進捗している。 

・2011年にINIAバーニョス・デ・インカ支場で紫トウモロコシの原種を播種、2012年5～

6月に基礎種子を収穫済み。現在、登録種子生産のため基礎種子を乾燥処理中であり、

ほぼ予定通りの活動となっている。 

・2012年3月にINIAドノソ支場よりニンニクの基礎種子（第二世代種子）を受領、4月よ

り、INIAバーニョス・デ・インカ支場で順次登録種子（第三世代種子）の生産を開始

している。なお、INIAバーニョス・デ・インカ支場内に十分な広さの圃場が確保でき

なかったため、登録種子生産はINIAに加え、イチョカン市政府圃場で行っている。現

在、追加の圃場確保を進めており、全体としては活動に若干の遅れが見られる。 

・対象作物三品及び水土保全のマニュアルの作成については、現在作成中であり、計画

よりも若干の遅れがある。 

 

【成果3】モデル集落の農民組織による農産物生産チェーンが整備される。 

・市場調査はほぼ完了しているが、施設の整備等方針が定まっておらず、またその予算

措置についての検討にも遅れが見られる。 

 

【成果4】モデル集落の水土保全が促進される。 

＜土壌保全＞ 

・土壌保全技術としては、多大なコスト、労働力を必要としない被覆作物の活用と等高

線栽培が選定された。 

・被覆作物品種ロングリストを作成済み。現在、各郡・市でその評価・最終化の作業中。

なお、農民の生計向上に少しでも寄与できるよう被覆作物は牧草を中心に選定された。 
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＜植林＞ 

・植林樹種ロングリストを作成済み。現在、各郡・市でその評価・最終化の作業中。な

お、農民の生計に少しでも寄与できるよう植林樹種はマツ、ユーカリなど一般的なも

のに加え、タラ、桑など商品価値の高いものが選定された。予定を上回る進捗となっ

ている。 

 

【成果5】啓蒙対象地域の啓蒙対象者において、モデル集落の取り組みへの理解が深化する。 

（未開始：第三年次活動） 

 

（３）その他 

＜プロジェクト広報資材の作成＞ 

・プロジェクトHP、パンフレットを作成中 

・プロジェクト広報資材（ロゴ、帽子、ジャケット）を作成済み 

 

＜供与資機材の納品＞ 

・二輪車を除き、納品を完了した。 

 

＜追加供与資機材の納品・建設＞ 

・事務所及び駐車場を改修。現在、三相電源設置工事を実施中。資機材については3社の見

積もりの入手を進めている。 

 

２－２－２ 確認事項についての調査結果 

項目 確認事項 調査結果 

生産性向

上 

1. 優良種子生産・配布計画（特に紫

トウモロコシ、ニンニク）について

ニンニクを除き2013年からプロジェクト参加

農家への配布を実行するよう調整する。ニンニ

クについては、参加農家が現時点では少ないこ

とから種子生産面積拡大等による対応は特に

取らない。 

なお、INIAの圃場では人手及び資材不足により

適切な管理が行われていないところも見受けら

れ、今後の種子生産・配布に懸念があることか

ら、管理者の雇用等の措置を早急に検討する。

2. 対象品目への黄トウモロコシ、小

麦の追加について 

成果3の選果・加工施設の運用上、対象とする

ことについては検討する。ただし、生産性向上

の対象とはしない。 

3. ニンニクの優良種子の一般農家

からの購入について 

1に同じ（現時点では、一般農家からの購入は

検討しない）。 

4. INIAドノソ支場の技術者の定期的

な技術指導について 

INIAドノソ支場の技術者（ニンニク、エンドウ

豆関連）の派遣による定期的な技術指導につい

てはプロジェクトチームで調整する（INIA長官

も了解）。あわせて、別途専門家のリクルート

を検討する。 
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5. 優良種子の農家配布（1回目）に

対する資金補助について 
 

付加価値

化（選果・

加工施設

整備） 

6. タイムスケジュール、予算要求方

針 

どの時期に、どの活動を誰が行うのか、そのた

めの投入等が明記された詳細計画が未策定と

なっていたが、ミニッツで2012年8月末に各郡

プロジェクトチームが中心となって策定する

ことが確認された。 

活動予算については、各C/Pで確保すべき予

算・人員の詳細や時期につきミニッツで確認し

た。 

7. 郡による土地及び施設の提供状

況 
選果・加工施設は、基本的に既存施設の改修で

対応する。また、そのための予算は各郡（市）

の通常予算から措置する。 8. 選果・加工施設の規模 

水土保全 

9. 展示圃場における作物栽培と水

土保全法展示の一体化 

作物栽培と水土保全法を基本的に一体化させ、

展示する方針とする。 

10. 採用工法について 

被覆作物と等高線栽培のみが土壌保全活動と

して選定されているが、可能な場所では持続的

な工法（テラス工法）も組み入れることとする。

次年度契

約 

11. 次年度のプロジェクト側の人員

配置計画について 

チーム内での方向性の一貫性の確保に向けた

総括及び副総括の派遣時期並びに適切な技術

指導（栽培、加工、水土保全）実施への人員配

置の検討を要請した。 

12. 導入機材・施設整備について 

実証の規模等を踏まえた必要資機材の選定・リ

スト化（コンサルタントが調達）につき指示し

た。 

また、JICA予算による施設整備（INIA施設＜種

子保存施設等＞、実証施設）については、優先

すべき予算、業務を勘案し、優先順位は低いと

判断して、現時点では対応しないこととする。

プロジェ

クト運営 

13. C/P配置 

プロジェクト開始前のミニッツ及び内部協定

書において合意された各C/P組織からの人員配

置及び活動費の確保につき、ミニッツで再確認

した。 

14. プロジェクト計画書 
6に同じ。活動に係る詳細計画を各郡・市にお

いて2012年8月末までに作成予定 

 

２－２－３ PDMの修正 

2010年10月のミニッツ、2011年3月のR/D等を踏まえたPDM（Ver.0）では、指標の具体的な数

値が設定されていなかったことから、今回のJCCにおいてこの数値設定を中心に見直しのための

議論を行い、下記のように合意した。 

変更点及びその考え方は以下のとおりである。 
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項目 Ver.0 Ver.1（今回修正） 考え方 

対象作物 ニンニク、エンドウ

豆、紫トウモロコシ

ニンニク、エンドウ

豆、紫トウモロコシ、

その他 

成果3の付加価値化において、

選果・加工施設の稼働率を上

げるために黄トウモロコシや

コムギ等を追加することも検

討。ただし、成果2の生産性向

上の対象とはしない。 

上位目標の指標 1. 対象地域の貧困率

が○○％改善する 

1. 直接受益農家の貧

困率が○○％改善す

る。 

対象の明確化。具体的な指標

数値の設定を引き続き検討

（適切な指標がほかにあれ

ば変更も検討） 

2. 啓蒙対象地域の○

○集落がモデル事業

を行う。 

2. 啓蒙対象地域の27

集落がモデル事業を

行う。 

9州（カハマルカ州を含めた

啓蒙対象地域）×3集落（成

果5） 

プロジェクト目標

の指標 

1 直接受益農家（約

500戸）の農業所得が

平均○○％向上す

る。 

1 直接受益農家（約

500戸）の農業所得が

対周辺農家所得を平

均30％上回る。 

生産性向上による30％の単

収向上（成果2）と付加価値

化による30％の収益率向上

で60％以上の所得増が見込

まれる。ただし、ベースライ

ン調査結果によると農家所

得に占める農業所得は約

50％であることから、農家の

所得増加は約30％とする。 

成果2の指標 2-1 対象作物の単収

が平均○○％増加す

る｡ 

2-1 対象作物の単収

が平均30％増加する｡

ベースライン調査及び州農

業局統計では、対象5郡のニ

ンニク、エンドウ豆の現在の

単収はいずれも全国平均を

下回る（紫トウモロコシは統

計なし）。それぞれの最も高

い郡の単収が全国平均と同

水準となるのに必要な増加

率30％を目標とする。（ニン

ニク：7.2t/ha→9.9t、エンド

ウ豆：2.6t/ha→3.4t/ha） 

2-2 対象作物の収穫

物の内、一級品の割

合が○○％増加す

る。 

2-2 直接受益農家の

30％が生産物の品質

を改善する。 

明確な品質基準が存在しな

いため、アンケート調査によ

る測定を想定。なお、ほかに

適切な指標があれば変更 

成果3の指標 3 生産チェーンを通

じて販売された農産

物の平均収益が○

○％増加する。 

3 付加価値化により

対象産品（原材料重量

当たり）の収益性が

30％向上する。 

カハマルカ市場におけるエ

ンドウ豆の場合、選果したも

のがしない場合に比べ、約

30％高価で取り引きされて

いる。選果・加工等の付加価

値化に伴いコストは増加す

るが、収益性は30％向上する

と想定 



 

－15－ 

成果4の指標 4-1 モデル集落の小

規模農家の内○○％

が土壌保全対策を適

用する｡ 

4-1 モデル集落の小

規模農家の内50％が

土壌保全対策を適用

する｡ 

期待値。プロジェクトの進捗

にあわせて、適宜見直し 

成果5の指標 5-2 啓蒙（スタディツ

アー等）を受けた啓

蒙活動対象者のうち

○○％以上がモデル

に高い関心を示す。

5-2 啓蒙（スタディツ

アー等）を受けた啓蒙

活 動 対 象 者 の う ち

50％以上がモデルに

高い関心を示す。 

期待値。プロジェクトの進捗

にあわせて、適宜見直し 
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第３章 第二年次の活動計画 
 

第二年次の活動方針は以下のとおりとする。なお、各郡（市）の活動に係るより詳細な活動計

画は、プロジェクト運営ローカル技術チームがプロジェクト運営中央チーム及び生産者組織とと

もに、2012年8月末までに策定することとなっている。 

 

（１）全般 

＜各郡・市プロジェクト計画の完成＞ 

10月の次期作付けシーズンの到来の前、2012年8月末までに各郡・市におけるプロジェクト

第二年次計画を完成させ、これによりプロジェクト予算を確保する。基本的にこのプロジェ

クト計画を農民組織の活動計画及びワークプラン（第二年次）とする。なお、このプロジェ

クト計画の作成は既に開始している。 

 

（２）成果 

【成果1】モデル集落において、農民組織の活動実施体制が整備・強化される。 

＜農民組織に対する指導・支援の実施＞ 

この指導・支援は、各成果（活動）についての活動計画作成、計画実施・運営を通じたオ

ン・ザ・ジョブ・トレーニングに基づき実施する。なお、指導・支援は第二年次の期間中、

継続的に行う。 

 

【成果2】モデル集落農家の対象作物の農業生産性及び質が向上する。 

＜展示圃場の設置と栽培技術の普及＞ 

・次期作付けシーズン到来の前、2012年10月頃までにモデル集落内に展示圃場（栽培技術及

び水土保全技術）を設置し、栽培期間を通じた普及活動を行う。 

・展示栽培の結果等を受け、栽培マニュアルの改訂を行う。 

 

＜優良種子の生産・配布＞ 

・優良種子の生産活動を継続する。エンドウ豆は、2012年7月頃、ニンニクは10～11月頃、紫

トウモロコシは2013年頃に登録種子を収穫する予定である。その後、モデル集落内の圃場

で保証種子（農家配布用種子）の生産を開始する。2012年5～6月に収穫の紫トウモロコシ

の基礎種子は過剰になることが予想されるので、余剰種子はINIAの通常販売、あるいは展

示圃場に活用する予定である。 

 

【成果3】モデル集落の農民組織による農産物生産チェーンが整備される。 

＜加工（付加価値化方策）の実証の実施と選果・加工施設の整備＞ 

・2013年の対象作物の収穫（紫トウモロコシ3月、エンドウ豆5月など）に合わせて選果・加

工施設の操業開始ができるよう今後、基本設計、積算、予算措置（各郡・市政府における）、

既存施設の改修による施設整備並びに機材導入を行う。あわせて、事業運営（施設操作運

営など）に関する指導が可能なNGO等の選定を行う。 

・施設操作運営に係るマニュアルを作成し、このマニュアルに沿って農民組織に対する指導
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を行う。 

・次の作付期を通じ、新品種導入、収穫後処理を含む加工、協同販売など付加価値化方策に

係る実証を行う。また市場開拓、商品開発・プロモーションに係る農民組織への指導を二

年次の期間中、継続的に実施する。 

 

【成果4】モデル集落の水土保全が促進される。 

＜土壌保全活動の実施＞ 

・本格的な雨季の到来（2012年12月頃）にあわせ、土壌保全活動を開始する。土壌保全・作

物技術について技術指導を行う。 

 

＜苗畑の設置と植林＞ 

・本格的な雨季の到来（2012年12月頃）までに苗畑を設置する（苗畑設置場所によっては小

規模貯水池の設置が必要）。 

・ 2012年12月～2013年5月頃の間に苗生産を開始する（苗生産開始時期は雨季に移植できるよ

う雨季の開始時期から各樹種の播種、移植までの期間を差し引き逆算する）。苗生産全体を

通じ育苗方法の指導を行う。 

・苗生産開始約6カ月から1年後の2013年12月頃に植林を行う。各樹種の生育に応じた技術指

導を行う。 

 

【成果5】啓蒙対象地域の啓蒙対象者において、モデル集落での取り組みへの理解が深化する。 

（第三年次活動） 

 

（３）その他・一般管理業務 

＜JCCの開催＞ 

・2012年8月に第二年次の初回JCCを開催、その後、約6カ月ごとにJCCを開催する。JCCでは

進捗を報告するとともに重要課題について検討する。 

 

＜追加資機材の納品・設置＞ 

・必要に応じ追加資機材を納品・設置する。 

 

＜報告書の作成＞ 

・2012年7月頃に業務計画書（第二年次）、8月末にワークプラン（第二年次）を作成、その後

約6カ月頃に進捗報告書を作成する。 

 

＜研修の実施＞ 

・2回の研修を実施する。第1回目2013年初頭に日本で、第2回目は2014年末頃にブラジル、コ

ロンビア等第三国での実施を想定している。 
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第４章 合意事項 
 

上記調査結果を受けて、調査団はペルー側関係機関との協議を通して以下の事項について合意

し、ミニッツ（付属資料1及び2）に記載、2012年6月5日に開催されたJCCの場で署名した。 

 

（１）PDMの見直しについて協議、確認（ミニッツの別添4）。 

 

（２）プロジェクト活動の問題のない円滑な実施に向け、実施組織は下記に示す措置を講じるこ

とに合意する。 

１）本プロジェクトに関する2010年10月21日署名の会議議事録、2011年5月25日署名の内部合

意書及びミニッツの別添5（JICA調査団と関連機関代表者間の調整結果）に基づき、各実施

機関はプロジェクト実施のための技術要員の配置と予算確保を行う。 

２）プロジェクト運営ローカル技術チームは、プロジェクト運営中央チーム及び生産者組織

とともに2012年8月末までに第二年次プロジェクト活動計画（2012年8月から2013年7月ま

で）を最終化する。 

３）プロジェクト運営ローカル技術チーム及び関連機関代表者は、各郡・市の経済開発部長

または技術者を各郡・市レベルのプロジェクト・リーダーとして任命した。各郡・市プロ

ジェクト・チームはリーダーの指導のもと、活動を実施することとする。ミニッツの別添6

参照。 

４）JICA供与の資機材と車両はプロジェクト実施のためのみに使用する。関連機関代表者は

これらを安全に保管できる場所を提供するとともに維持管理の責任を持つ。 
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第５章 団長所感 
 

＜総論＞ 

2011年7月末に開始した本プロジェクトは、これまで対象地域のベースライン調査、モデル集落

の選定、対象作物（エンドウ豆、紫トウモロコシ、ニンニク）に係る優良種子増殖と観察圃場（品

種の比較、適応試験のため）の設置並びに農民組織の設立育成などの活動を行ってきている。INIA

カハマルカ試験場内にプロジェクト本部事務所、協力対象5郡にはそれぞれプロジェクト分室が設

けられ、郡・市政府、州農業局、AGRORURALの技術者からなる現場チームも形成されている。

C/P総数は約25名となっているが、人員の入れ替えなどの問題も既に一部生じている。 

本運営指導調査期間中、C/P組織やプロジェクトチームとの協議、現場視察などを通してこれま

での活動内容の詳細や課題などを把握した。プロジェクト開始以来この10カ月間、上記のように

各種の活動は実施されてきているが、活動方針・計画の不明確さ、実施体制面の脆弱さなどの問

題が見受けられたため、それらの改善に向けた協議も行った。その結果、今後本格化する活動の

円滑化のためには、①栽培面の指導技術力の不足、②脆弱な実施体制、③共有化された詳細活動

計画の作成の遅れなどの問題への早急な対処が必要なことを関係者間で確認した。各問題の詳細

と考えられる対策は次のとおりである。 

 

（１）栽培面の指導技術力の不足 

専門家チーム内に栽培面の指導をできる人は配置されていない。また、INIAバーニョス・

デ・インカ支場にも紫トウモロコシの専門家はいるものの、ほか2作物（エンドウ豆、ニンニ

ク）についての十分な知見を有した技術者は見当たらない。もともとの構想では、エンドウ

豆、ニンニクについてはINIAドノソ支場からの技術支援を受けることとなっていたが、これ

まで1回のみの技術者派遣実績しかない。以上のような問題のため、現在実施中の優良種子の

増殖及び今後の農家指導に大きな不安を生む状態となっている。優良種子の増殖・供給と適

切な栽培技術の指導を通した農業生産性の向上は、プロジェクト目標である農家収入増加へ

の前提条件であり、この指導技術力の不足はプロジェクト実施上の致命的な問題といえる。

よって早急に、①日本人あるいはペルー人栽培技術者のリクルート（専門家チームの一員と

して）、②INIAドノソ支場の野菜技術者の計画的な招聘などの措置を講じる必要がある。 

 

（２）脆弱な実施体制（C/P配置、C/P組織による活動費の支出） 

上記したようにC/P総数は約25名に上っているが、フルタイムで任命された者が兼務でプロ

ジェクト活動を行っているなどの問題が散見される。またプロジェクト開始前にミニッツ並

びに内部協定書で約束された活動費の確保については、INIAと一部の郡・市政府のように履

行している組織がある一方、まだ全くその措置を講じていない組織も見受けられる。この人

と活動費の問題はJCCでも協議し、その改善に向けた具体的な措置をミニッツに盛り込んだ。

また各郡・市政府の負担で整備することとしていた「農産物の選果・加工施設」については、

公共投資のための予算の一つであるSNIPの活用が実質上困難と判明したため、各組織の一般

予算を用いた既存施設の改修で対応することが今回確認された。 
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（３）共有化された詳細活動計画（年間活動計画）の作成の遅れ 

現在までプロジェクト・プロフィールの作成などを含む全体計画の策定は行われているが、

どの時期に、どの活動を、誰が（どのC/P組織が）中心となって行うのか、またそのための投

入はどう準備するのかを明記したプロジェクト運営上必要不可欠な詳細活動計画が策定され

ていない。プロジェクト2年目からの本格的な活動開始に向け、2008年8月末までに詳細活動

計画を関係組織の力で策定するとミニッツに明記されたが、今後その動向を注視する必要が

ある。 

 

＜各論＞ 

本プロジェクトでは現在、①対象作物の生産性の向上、②農産物生産チェーンの整備、③水土

保全という3つの活動に取り組んでいる。今回の調査期間中に関係者との協議で明らかにした各活

動の実施方針並びに実施上の留意点は次のとおりである（内容については関係者間で共有化した）。 

 

（１）対象作物の生産性の向上 

優良種子の生産と供給並びに展示圃場を基地とした技術普及により、対象作物の単位収穫

量の増加並びに質の向上をめざすこととなっている。優良種子の生産は、できるだけ早期に

モデル集落の全受益農家に供給できるよう計画的な栽培に取り組む必要がある。一方の展示

圃場は、適切な管理運営ができるようその箇所数を絞り込むとともに土壌保全と栽培技術展

示の一体化に心掛けることが望まれる（プロジェクトの原案では設置箇所数がかなりの数に

上っていた）。また、展示圃場を活用した農業普及に際しては、農民学校などの手法を用いて

圃場準備、播種、肥培管理、収穫、収穫後処理など一連の技術指導を行うことができるよう、

今後、研修教材作成や内部研修などによる講師陣育成に努める必要がある。 

 

（２）農産物生産チェーンの整備（生産⇒選果・加工⇒出荷） 

選果・加工施設の整備は既存施設の改修による小規模な施設整備で対応する基本方針が関

係者間で確認された。2013年の対象作物の収穫（紫トウモロコシは3月、エンドウ豆は5月な

ど）にあわせて施設操業開始ができるよう、今後、基本設計、積算、予算措置（各郡・市政

府）、改修並びに加工機材の導入などを行う予定となっている。なお、施設の適切な管理運営

に向け農家側のコア・チーム（できるだけ若い人を中心とした）を形成するとともにプロジ

ェクト側でも指導体制を整備し、農民組織に対するオン・ザ・ジョブトレーニングを適切に

行えるよう準備する必要がある。なお施設活用に関しては、当面は選果と共同出荷を主に行

い、農産加工はトライアルの観点から徐々に取り組んでいく計画となっている。 

 

（３）水土保全 

持続的な農業生産基盤の確立をめざした「水土保全」は、土壌保全工法の普及と植林の推

進を通して行う。 

土壌保全は傾斜度に応じた保全工法（テラス、等高線栽培など）の適用促進をめざし、展

示圃場の活用、啓蒙活動、農家に対する技術普及活動に今後取り組むことが望まれる。なお

プロジェクトとしては、それらの活動を適切に実施できるよう内部研修（州郡市政府技術者

への技術指導）を実施するとともに、農家向けの簡単な技術マニュアルの作成にも努める必
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要がある。 

植林はまず対象集落における全体計画を策定し、その計画の沿った植林が実施できるよう

既存苗畑（AGRORURALなどが所有する）の活用や集落苗畑の新設に取り組むことが望まれ

る。 
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１．本調査で署名されたミニッツ（スペイン語） 

 

２．本調査で署名されたミニッツ（日本語訳） 

 

３．2012年6月5日開催合同調整委員会（JCC）資料 
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